
白山神社遠景 

白
山
神
社
由
緒 

創
立
年
代
は
明
ら
か
で
な
い
が
平
安
時
代
に
比

叡
山
、
西
塔
の
僧 

武
蔵
坊
弁
慶
の
血
縁
で
あ
っ
た

弁
智
が
法
華
経
を
奉
納
し
た
関
東
七
社
の
中
の
一

社
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
六
月 

豊
臣
、
北
条

の
戦
に
合
い
焼
失
し
た
が
、
慶
長
十
八
年
（
一
六
一

三
）
願
主
、
木
曽
村
（
現 

町
田
市
）
覚
円
坊
の
僧 

頼
長
権
大
僧
都
と
大
旦
那 

伊
藤
九
郎
左
衛
門
に

よ
り
再
建
さ
れ
、
以
来
明
治
維
新
ま
で
中
山
村
の
常

宝
院
が
別
当
で
あ
っ
た
。 

 

江
戸
時
代
の
白
山
神
社
は
中
山
村
の
鎮
守
社
と

し
て
、
社
地
一
町
歩
を
保
有
し
ま
た
、
領
主
勝
田
家

は
敬
神
の
念
厚
く
、
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
正
月

神
鏡
を
奉
納
し
、
更
に
十
一
代
将
軍
家
斉
の
鷹
狩
に

際
し
て
豊
猟
を
祈
願
し
和
歌
一
首
を
詠
進
し
て
い

る
。 

 

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
春
、
社
殿
裏
の
塚
よ
り

法
華
経
十
巻
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
経
巻
の
奥
書
に

「
大
歳
甲
戌
、
仁
平
四
年
（
一
一
五
四
）
九
月
時
許

於 

武
蔵
国
西
郡
船
木
田
御
庄
内
長
隆
寺 

西
谷

書
字
了
勧
進
僧
弁
智
血
縁
者
僧
忠
尊
」
と
あ
り
、
村

人
の
伝
承
が
裏
付
け
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
考
古

学
資
料
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅
南
口
か
ら
京
王
バ
ス
南

大
沢
行
き
に
乗
車
。
野
猿
峠
バ
ス
停
か
ら

上
柚
木
公
園
ま
で
の
凡
そ
四
・
五
㎞
の
行
程
。 

 

母
子
猿
が
案
内
し
た
水
飲
み
場
、
人
や

牛
馬
も
一
息
い
れ
た
峠
か
ら
直
ぐ
右
へ
入

る
と
大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
あ
る
。
本

部
の
建
物
は
異
様
だ
。
そ
こ
か
ら
下
り
、

ひ
な
鳥
山
を
見
学
。
三
連
水
車
は
圧
巻
で

あ
る
。
再
び
大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
脇

を
通
り
、
白
山
神
社
へ
向
か
う
。
以
前
こ

の
神
社
か
ら
は
、
八
王
子
の
歴
史
を
覆
す

程
の
貴
重
な
文
献
等
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

神
社
を
出
て
中
山
バ
ス
停
を
過
ぎ
、
悪
狸

伝
説
の
永
昌
院
へ
。
更
に
下
田
バ
ス
停
か

ら
暫
く
歩
き
、
高
台
の
西
光
寺
へ
。
こ
こ

か
ら
は
、
南
大
沢
の
ビ
ル
群
と
田
園
風
景

が
残
る
上
柚
木
が
一
望
で
き
る
。
さ
ら
に

南
へ
下
る
と
、
大
栗
川
と
都
道
府
中
相
模

原
線
に
ぶ
つ
か
る
。
上
柚
木
公
園
近
く
の

愛
宕
神
社
に
参
拝
。
公
園
内
を
散
策
し
な

が
ら
首
都
大
学
を
経
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

街
横
を
通
り
南
大
沢
駅
で
解
散
。 

① 

野
猿
街
道
と
野
猿
峠 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

絹
ヶ
丘
三
丁
目 

八
王
子
市
と
多
摩
市
を
結
ぶ
道
路
で 

あ
る
。
甲
州
街
道
の
横
山
郵
便
局
を
起
点

と
し
て
京
王
線
北
野
駅
を
経
て
、
野
猿
峠

を
越
え
由
木
地
区
を
縦
断
し
、
多
摩
一
ノ

宮
で
川
崎
街
道
と
合
流
す
る
地
点
ま
で
を

野
猿
街
道
と
称
し
て
い
る
。 

 

ま
た
野
猿
峠
は
、
八
王
子
の
絹
ヶ
丘
三

丁
目
と
下
柚
木
と
の
境
に
あ
る
峠
を
い
う
。 

標
高
は
百
六
十
ｍ
、
江
戸
期
に
は
猿
丸
峠

ま
た
は
猿
山
峠
と
も
い
わ
れ
て
い
た
。 

 
武
蔵
名
所
図
絵
で
は
、
八
王
子
か
ら
打

越
を
経
て
峠
を
越
え
、
小
野
路
か
ら
神
奈

川
方
面
へ
と
向
か
っ
た
往
還
と
記
さ
れ
て

い
る
。
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
は
、
山
上

す
べ
て
松
樹
た
り
て
と
い
う
景
観
で
表
現

さ
れ
、
武
蔵
野
歴
史
地
理
に
は
、
峠
の
頂

上
に
は
手
の
平
松
と
呼
ば
れ
る
大
樹
が
あ

り
眺
望
の
良
い
景
勝
地
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
高
嶺
団
地
の
高
台
辺
り

に
は
大
石
氏
の
塁
跡（
中
世
）が
あ
っ
た
。 

 

         ●
野
猿
峠
の
水
飲
み
場 

 

八
王
子
へ
向
か
う
野
猿
峠
バ
ス
停
近
く
、

親
子
猿
が
彫
ら
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

の
水
飲
み
場
跡
が
あ
る
。
親
子
猿
が
案
内

し
て
く
れ
た
水
飲
み
場
と
し
て
、
い
つ
の

頃
か
ら
か
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
峠
は
、
由
木
と
八
王
子
の
街
中
を

結
ぶ
唯
一
の
道
で
あ
っ
た
。
一
息
で
峠
越

え
と
は
い
か
ず
、
人
馬
も
途
中
の
峠
で
休

息
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。 

自
動
車
が
普
及
す
る
昭
和
三
十
年
代
以
前

は
、
人
馬
と
も
に
こ
こ
で
水
を
飲
み
、
一

息
い
れ
る
姿
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。
今
で

も
わ
ず
か
だ
が
水
が
出
て
い
る
。 

野猿峠のバス停 
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② 

八
王
子
セ
ミ
ナ
ー
・
ハ
ウ
ス 

正
式
名
称
は
、
財
団
法
人
大
学
セ
ミ
ナ

ー
・
ハ
ウ
ス
。
広
大
な
多
摩
丘
陵
の
西
部

に
位
置
し
、
都
心
か
ら
一
時
間
程
度
の
教

育
研
究
施
設
。
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）

七
月
五
日
に
開
館
し
た
。 

創
設
者
飯
田
宗
一
郎
氏（
茨
城
県
出
身
、

同
志
社
大
学
卒
、
当
時
国
際
基
督
教
大
学

就
職
部
長
）
は
、
マ
ス
プ
ロ
化
し
た
大
学

で
は
真
の
師
弟
交
流
は
出
来
な
い
と
考
え
、

教
師
と
学
生
が
共
に
生
活
し
、
専
攻
の
学

問
と
精
神
を
共
有
交
誼
で
き
る
場
と
し
て

の
合
宿
施
設
を
提
言
し
た
。
昭
和
三
十
七

年
（
一
九
六
二
）
国
公
私
立
十
三
校
を
協

力
校
と
し
て
「
財
団
法
人
大
学
セ
ミ
ナ

ー
・
ハ
ウ
ス
」
が
発
足
。
他
の
財
団
法
人

や
個
人
な
ど
か
ら
の
寄
付
に
よ
り
各
施
設

を
建
設
、
新
し
い
学
問
研
究
の
場
と
し
て

注
目
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
七
年
三
月
、
第

一
回
国
際
学
生
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
現
在

五
十
七
の
国
公
私
立
大
が
参
画
。
面
積
二

万
二
千
四
百
坪
、二
百
八
十
名
の
宿
泊
室
、

二
十
の
セ
ミ
ナ
ー
室
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
も
充
実
し
て
い
る
。 

             
     
 

 
     

親子猿が彫られている水飲み場跡 親子猿像 

設立発起人会 

設
立
発
起
人
会 

（
日
本
工
業
倶
楽
部
／
61
・
11
・
30
） 

 

左
前
列
よ
り
茅
誠
司
、
大
浜
信
泉 

 
 
 
 
 

石
館
守
三
、
上
代
た
の 

 

中
列
左
よ
り
佐
原
六
郎
、
大
泉
孝 

 
 
 
 
 

永
井
雄
三
郎
、
岡
田
謙 

 

後
列
左
よ
り
小
谷
正
雄
、 

飯
田
宗
一
郎
、 

島
田
孝
一
、 

大
木
金
太
郎 
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●
本
館 

 

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
逆
さ
ま
に
し
て
立
て
た

形
状
の
建
物
。
設
計
者
は
、
早
稲
田
大
学

教
授
吉
阪
隆
正
氏
。
記
念
誌
の
中
で
、「
大

地
に
「
知
の
楔
」
を
打
ち
込
ん
だ
形
」
と

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
館
内
は
、
事
務
局
を

は
じ
め
食
堂
や
宿
泊
施
設
が
完
備
さ
れ
て

い
る
。
特
に
食
堂
に
は
、
春
秋
戦
国
時
代

の
思
想
家
老
子
が
詠
ん
だ
「
上
善
如
水
」

の
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
新
渡
戸
稲
造

の
筆
と
さ
れ
て
い
る
。 

            

ま
た
、
福
沢
諭
吉
直
筆
の
書
も
保
存
さ
れ

て
い
る
。（
小
城
正
雄
氏
寄
贈
） 

過
去
に
は
テ
レ
ビ
の
特
撮
番
組
（
ウ
ル

ト
ラ
シ
リ
ー
ズ
）
の
ロ
ケ
に
も
使
用
さ
れ

て
い
た
。 

                   

●
真
理
の
眼 

 

本
館
北
側
上
段
に
真
理
の
眼
を
模
し
た

構
造
部
が
作
ら
れ
て
い
る
。
三
角
形
の
大

き
な
窪
み
の
奥
に
、
人
の
眼
に
似
せ
た
造

り
に
な
っ
て
い
る
。
一
瞬
異
様
な
感
じ
に

見
え
る
。目
の
三
角
形
の
一
辺
は
二
ｍ
程
。 

現
実
の
真
理
認
識
は
、
次
の
三
説
に
よ

り
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
。 

・
真
理
と
は
、
観
念
と
実
在
と
の
合
致
に

よ
り
真
が
成
立
す
る
と
考
え
る
対
応
説
。 

・
観
念
が
整
合
的
な
観
念
体
系
の
内
部
で

適
合
す
る
と
き
に
真
が
成
立
す
る
と
考
え

る
整
合
説
。 

・
仮
説
が
事
実
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
た
と

き
に
真
が
成
立
す
る
と
考
え
る
プ
ラ
グ
マ

テ
ィ
ズ
ム
。 

 

ま
た
、
真
理
値
と
は
、
真
と
偽
と
を
命

題
の
価
値
と
見
た
と
き
の
呼
称
で
あ
り
、

真
偽
以
外
の
中
間
の
値
を
も
つ
多
値
倫
理

の
体
系
も
存
在
す
る
と
い
う
。 

 

こ
れ
ら
の
真
を
良
く
見
極
め
よ
と
い
う

意
味
の
眼
だ
と
い
う
。 

 

本 館 

食堂にある額（新渡戸稲造の筆） 
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●
遠
来
荘
の
栞 

本
館
北
側
の
下
、
い
ろ
は
坂
駐
車
場
に

は
以
前
、
百
年
以
上
の
歴
史
を
有
す
る
多

摩
地
方
の
典
型
的
な
養
蚕
農
家
、
茅
葺
き

の
民
家
が
保
存
さ
れ
て
い
た
。
江
戸
時
代

か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
古
風
な
入
母
屋
造
り

の
構
え
を
良
く
残
し
て
い
た
。
所
有
者
小

泉
勇
二
氏
の
寄
贈
に
よ
る
も
の
で
、
旧
柚

木
村
鑓
水
か
ら
こ
の
場
所
に
移
築
復
元
し

た
も
の
。
名
前
も
遠
来
荘
と
し
、
民
族
資

料
と
し
て
保
存
す
る
と
共
に
、
茶
会
や
句

会
な
ど
日
本
文
化
の
研
修
活
動
の
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
故
有
っ
て

平
成
二
十
年
頃
か
、
愛
媛
県
西
条
市
の
と

あ
る
場
所
に
移
動
さ
れ
た
と
い
う
。
何
と

も
惜
し
ま
れ
る
施
設
で
あ
る
。 

       

    
               

    

本館裏上部の不気味な眼 真理の眼 

１００年以上歴史のある古民家（遠来荘） 
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「
ひ
な
鳥
山
」
と
恵
比
寿
さ
ま 

八
王
子
柚
木
の
長
閑
な
丘
陵
地
に
古 

民
家
を
移
築
し
た
重
厚
な
建
物
の
料
亭
が

あ
る
。
な
か
で
も
水
の
上
を
舟
に
乗
せ
て

運
ば
れ
て
来
る
料
理
は
人
気
が
あ
る
。 

 

重
々
し
い
山
門
を
入
る
と
、
目
の
前
に

大
き
な
水
車
が
ゴ
ト
ゴ
ト
音
を
立
て
て
回

っ
て
い
る
。
そ
の
脇
の
建
物
の
中
が
受
付

で
、
太
い
柱
な
ど
年
代
が
感
じ
ら
れ
る
。 

受
付
棟
を
奥
に
抜
け
る
と
、
ま
た
大
き
な

三
連
水
車
が
回
っ
て
い
る
。圧
巻
で
あ
る
。 

敷
地
の
内
外
の
置
物
も
価
値
あ
る
物
が
多

い
と
か
、
一
見
に
如
か
ず
と
言
え
る
。 

 

ま
た
、「
ひ
な
鳥
山
」
に
は
七
福
神
の
恵

比
寿
さ
ま
の
伝
説
が
残
っ
て
い
る
。 

む
か
し
、
料
亭
を
作
る
た
め
土
地
を
整

地
し
て
い
る
と
鍬
の
先
に
何
か
が
コ
ツ
ン

と
当
た
る
音
が
し
た
。主
人
が
拾
い
上
げ
、

汚
れ
た
石
を
水
で
洗
う
と
、
な
ん
と
恵
比

寿
さ
ま
だ
っ
た
と
か
。
今
で
も
、
門
を
入

っ
た
右
側
の
祠
の
中
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

眼
を
こ
ら
し
て
見
な
い
と
判
ら
ぬ
ほ
ど
の

小
さ
な
石
仏
で
あ
る
。 

                        

                        
「ひな鳥山」入口 

恵比寿様の祠 恵比寿様 

三連水車 
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③ 
白
山
神
社
（
船
木
田
荘
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
山
八
一
七 

祭
神 

伊
弉
冉
尊（
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
） 

例
祭 

九
月
二
日
。 

創
建 

平
安
時
代
と
さ
れ
る 

 

東
京
都
最
古
の
経
塚
で
あ
り
、
ま
た
多

摩
地
域
で
の
武
士
と
摂
関
家
の
関
係
、
天

台
宗
の
僧
侶
の
活
動
を
知
る
重
要
な
遺
跡

と
な
っ
て
い
る
。
境
内
末
社
に
天
満
宮
、

金
比
羅
神
社
、
秋
葉
神
社
、
山
王
大
権
現

が
あ
る
。 

平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
、

市
内
浅
川
流
域
の
一
部
と
、
由
木
地
区
か

ら
日
野
市
に
わ
た
る
地
域
に
船
木
田
荘
が

あ
っ
た
。
船
木
田
荘
は
、
本
荘
と
新
荘
か

ら
な
り
、
摂
関
家
（
九
条
家
・
一
条
家
）

伝
領
の
荘
園
で
あ
っ
た
。
が
、
後
に
九
条

家
と
関
係
の
深
い
京
都
東
福
寺
嶺
と
な
っ

て
い
る
。 

 

由
木
中
山
の
白
山
神
社
境
内
に
経
塚
が

造
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た

が
、
本
格
的
な
学
術
調
査
は
行
わ
れ
て
い

な
い
。そ
の
形
式
、規
模
な
ど
の
全
貌
は
、

わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 

 

江
戸
時
代
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）、
春

の
陽
射
し
が
氷
を
溶
か
し
、
塚
上
の
土
砂

が
崩
れ
て
銅
製
経
筒
が
露
出
し
た
。
そ
の

中
に
仁
平
四
年
（
一
一
五
四
）
の
奥
書
を

持
つ
法
華
経
等
十
巻
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。 

 

経
塚
は
、
法
華
経
な
ど
の
教
典
を
中
心

に
、
銅
鏡
・
仏
像
・
仏
具
・
刀
子
・
そ
の

他
の
奉
祀
物
を
地
下
に
埋
納
し
た
塚
の
こ

と
で
あ
る
。
社
寺
の
境
内
や
名
山
名
勝
の

地
に
造
営
さ
れ
る
例
が
多
い
。 

 

そ
こ
に
は
、
末
法
思
想
に
基
づ
く
弥
勒

信
仰
と
、
そ
れ
に
根
ざ
し
た
法
住
を
祈
る

気
持
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。 

 

奥
書
を
持
つ
経
巻
に
は
、
船
木
田
荘
内

の
長
隆
寺
で
、
僧
弁
智
を
中
心
に
写
経
が

行
わ
れ
こ
の
地
に
埋
納
さ
れ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
奥
書
に
は
さ
ら
に
、
小
野

氏
な
ど
の
名
も
記
さ
れ
、
武
士
団
的
発
展

を
遂
げ
た
横
山
党
（
小
野
姓
）
の
存
在
も

う
か
が
え
る
。 

   

                        

白山神社入り口の鳥居 白山神社本殿 



7 
 

           

●
長
隆
寺
の
礎
石 

 

こ
の
礎
石
が
何
時
の
頃
か
ら
白
山
神
社

境
内
に
置
か
れ
て
い
た
の
か
不
明
で
あ
る
。 

伝
え
に
よ
る
と
、
平
安
時
代
中
山
村
に
創

建
さ
れ
た
長
隆
寺
の
も
の
で
、
鳥
居
の
近

く
の
、
堂
山
に
あ
っ
た
と
い
う
。
長
隆
寺

は
、
中
山
地
区
最
古
の
お
寺
で
、
そ
れ
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
を
実
証
す
る
も
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
神
社
境
内
か
ら
出

土
し
た
経
塚
の
経
巻
と
併
せ
て
重
要
な
文

化
財
と
い
え
る
。 

 

礎
石
の
大
き
さ
は
、
長
軸
百
十
㎝
、
短

軸
八
十
㎝
、
厚
さ
三
十
五
㎝
。
平
ら
な
表

面
に
は
、
浅
い
溝
で
丸
く
刻
ま
れ
た
柱
座

の
跡
が
あ
る
だ
け
の
素
朴
な
も
の
で
あ
る
。 

 

東
大
寺
や
国
分
寺
な
ど
奈
良
時
代
に
建

立
さ
れ
た
寺
院
の
礎
石
は
、
一
般
的
に
大

き
い
。
平
安
時
代
以
降
の
も
の
は
、
小
型

化
し
て
い
る
。
時
代
の
特
徴
を
比
較
し
て

い
く
と
、
長
隆
寺
の
草
創
年
代
を
解
明
す

る
手
が
か
り
と
な
る
。 

               

                       

参道階段脇の石仏 

白山神社裏の古道 礎石の上に柱の跡が残る 

長隆寺の礎石 
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参考資料 

白山神社 経 巻 

白
山
神
社
経
塚 

納 

明
治
十
七
（
一
八
八
四
） 
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経 巻 

参考資料 
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桧扇の金箔 

参考資料 

鏡 

刀 子 
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九条道家初度惣処分状（九条家文書 宮内庁陵部蔵） 

参考資料 
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東福寺領武蔵船木田領家方年貢算用状（東福寺文書 東福寺蔵） 

参考資料 
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⑤
飯
盛
山

永
昌
院 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
山
四
五
二
の
二 

宗
派 

曹
洞
宗 

本
尊 

釈
迦
牟
尼
仏 

開
創 

天
正
十
年
（
一
五
八
二
） 

開
山 

永
林
寺
第
三
世
岳
應
義
堅
和
尚 

 

飯
盛
山
永
昌
院
は
、
永
林
寺
第
三
世
岳

應
義
堅
和
尚
に
よ
り
、
天
正
十
年
（
一
五

八
二
）
に
創
建
さ
れ
た
。
開
基
は
、
北
条

氏
照
公
の
家
臣
で
遣
水
、
中
山
を
知
行
し

て
い
た
葛
沢
豊
前
守
、
法
号
道
順
永
昌
居

士（
文
禄
五
年
八
月
十
五
日
寂
）で
あ
る
。

慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）、
永
昌
院
第
二
世

稟
庵
堅
承
和
尚
に
よ
り
中
山
観
音
を
遷
座

し
、
江
戸
時
代
に
は
朱
印
七
石
を
賜
る
。 

 

現
在
の
観
音
堂
は
、境
内
の
西
に
あ
り
、

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
再
建
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
第
四
十
世
大
圓
玄
獅
に
よ

り
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
に
本

堂
を
新
築
す
る
。 

   

                        

       ⑥
細
田
山

西
光
寺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
柚
木
一
五
三
七 

宗
派 

曹
洞
宗 

本
尊 

釈
迦
牟
尼
仏 

開
創 

応
永
二
十
九
年
（
一
四
二
二
） 

開
基 

永
林
寺
二
世
照
室
恵
鑑 

 

境
内
に
山
王
社
が
あ
り
、
愛
染
稲
荷
を

合
祀
し
て
い
る
。
応
永
二
十
九
年
（
一
四

二
二
）、時
の
地
頭
細
田
河
内
守
忠
次
が
軍

の
守
護
の
た
め
に
建
立
し
た
。
そ
の
子
孫

が
、
滝
山
城
主
大
石
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た

時
、
永
林
寺
二
世
照
室
恵
鑑
を
開
山
と
し

て
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
に
起
立
。

そ
の
後
、
光
明
院
本
尊
勢
至
菩
薩
を
山
王

社
内
に
合
祀
し
た
。
本
堂
は
、
昭
和
十
二

年
（
一
九
三
七
）
に
再
建
さ
れ
た
。 

中山観音 

永昌院中山観音堂 永昌院山門 
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こ
の
寺
に
は
古
狸
伝
説
が
残
っ
て
い
る
。

む
か
し
む
か
し
こ
の
寺
に
古
狸
が
住
み
着

き
、
山
姥
や
狼
な
ど
に
化
け
て
村
の
衆
を

困
ら
せ
て
い
た
。
見
か
ね
た
和
尚
が
古
狸

を
退
治
し
た
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
は
悪
さ

が
無
く
な
っ
た
と
い
う
。 

                  

           

⑦
大
栗
（
大
庫
裡
）
川 

由
木
地
区
鑓
水
の
御
殿
峠
を
水
源
と 

し
て
、
由
木
を
東
へ
と
流
れ
、
多
摩
市
に

入
り
多
摩
川
に
注
ぐ
川
。流
長
十
五
・九
㎞
、

流
域
二
十
五
・六
㎞
。上
流
は
鑓
水
川
と
も

い
い
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画
地
域
の

北
部
を
流
れ
、
両
岸
双
方
か
ら
由
木
地
区

全
域
の
水
を
集
め
て
い
る
。
河
川
改
修
工

事
は
、
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
っ
て
終
わ
っ
て

い
る
。
か
つ
て
は
大
栗
川
の
水
量
を
利
用

し
、
都
内
で
屈
指
の
養
殖
場
が
あ
り
、
近

県
か
ら
魚
を
買
い
付
け
に
来
て
い
た
。 

          ⑧
愛
宕
神
社 

 
 
 
 
 
 

上
柚
木
十
一
号
の
二
〇
三
の
三 

祭
神 

火
産
霊
神
迦
具
土
命 

創
建 

不
明 

例
祭 

九
月
七
日 

 

大
栗
川
の
前
田
橋
を
渡
る
と
、
上
柚
木

公
園
の
北
側
に
愛
宕
神
社
が
鎮
座
し
て
い

る
。
伊
勢
湾
台
風
に
よ
り
社
殿
が
倒
壊
、

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
仮
殿
を
再

建
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
に
よ
り
、
昭
和

六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
九
月
現
在
地
に

遷
座
。
社
殿
は
八
雲
神
社
、
境
内
に
毘
沙

門
天
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

西光寺からの眺め 

大 栗 川 

西光寺の山王社 釈迦牟尼仏 



15 
 

●
愛
宕
山 

 

皇
国
地
誌
の
由
木
村
誌
に
は
、
上
柚
木

の
中
央
に
位
置
す
る
山
を
い
い
、
そ
こ
に

愛
宕
神
社
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

と
こ
ろ
で
愛
宕
山
は
、
京
都
市
北
西
部

上
嵯
峨
の
北
部
に
あ
る
山
。
標
高
九
百
二

十
四
ｍ
。
山
頂
に
は
愛
宕
神
社
が
あ
り
、

雷
神
を
祀
り
防
火
の
守
護
神
と
し
て
い
る
。 

               

          

◎
参
考
資
料 

・
武
蔵
名
勝
図
絵 

・
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

・
武
蔵
野
歴
史
地
理 

・
大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
資
料 

・
八
王
子
の
歴
史
と
文
化 

・
八
王
子
郷
土
資
料
館
資
料 

・
八
王
子
事
典 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り 

・
図
説
歴
史
散
歩
事
典 

・
山
川
日
本
史
総
合
図
録 

・
株
式
会
社
昭
文
社 

・
八
王
子
市
地
図 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
各
ぺ
ー
ジ 

     

愛宕神社境内の毘沙門天 

愛宕神社本殿と奥伝 

毘沙門天 
 


